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○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

       （諸般の報告） 

 日程第 ２ 議案第１２９号 平成３０年度美幌町一般会計補正予算（第９号）について 

 日程第 ３ 議案第１３０号 平成３０年度美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第３ 

号）について 

 日程第 ４ 議案第１３１号 平成３０年度美幌町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について 

 日程第 ５ 議案第１３２号 平成３０年度美幌町介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

 日程第 ６ 議案第１３３号 平成３０年度美幌町公共下水道特別会計補正予算（第３号）

について 

 日程第 ７ 議案第１３４号 平成３０年度美幌町個別排水処理特別会計補正予算（第２ 

号）について 

 日程第 ８ 議案第１３５号 平成３０年度美幌町水道事業会計補正予算（第３号）につい

て 

 日程第 ９ 議案第１３６号 平成３０年度美幌町病院事業会計補正予算（第５号）につい

て 

 

○日程追加事件 

 追加日程第１ 議案第１３７号 平成３０年度美幌町病院事業会計補正予算（第６号）につい

て 

 

○議事日程 

 日程第１０ 意見書案第８号 日米物品貿易協定交渉に関する意見書について 

 日程第１１ 報告第１９号 専決処分の報告について（工事請負契約の一部変更） 

 日程第１２ 報告第２０号 定期監査報告について 

 日程第１３ 報告第２１号 例月出納検査報告について（８月～１０月分） 

 日程第１４ 閉会中の継続調査について 

  

○出席議員 

     １番 髙 橋 秀 明 君      ２番 大 江 道 男 君 

     ３番 新 鞍 峯 雄 君      ４番 上 杉 晃 央 君 

     ５番 稲 垣 淳 一 君      ６番 戸 澤 義 典 君 

     ７番 早 瀨 仁 志 君      ８番 岡 本 美代子 君 

     ９番 坂 田 美栄子 君  副議長１０番 吉 住 博 幸 君 

    １１番 橋 本 博 之 君     １２番 中 嶋 すみ江 君 

    １３番 古 舘 繁 夫 君  議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

なし 
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○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美 幌 町 長        土 谷 耕 治 君 
教 育 委 員 会        
教 育 長 

平 野 浩 司 君 

  監 査 委 員        髙 木   清 君   

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        平 井 雄 二 君   総 務 部 長        広 島   学 君 

  民 生 部 長        高 崎 利 明 君   経 済 部 長        矢 萩   浩 君 

  建設水道部長        石 澤   憲 君   病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 

  事務連絡室長        中 村 敏 文 君   会 計 管 理 者        武 田 孝 司 君 

  総 務 主 幹        小 室 保 男 君   庁舎建設主幹 遠 國   求 君 

  防災危機管理主幹 河 端   勲 君   まちづくり主幹 田 中 三智雄 君 

  政 策 主 幹 小 室 秀 隆 君   財 務 主 幹 中 尾   亘 君 

  契約財産主幹 大 場 正 規 君   税 務 主 幹 関   弘 法 君 

  環境生活主幹 渡 辺 靖 行 君   児童支援主幹        多 田 敏 明 君 

福 祉 主 幹        遠 藤   明 君   健康推進主幹        大 場 圭 子 君 

  農 政 主 幹        佐々木   斉 君   みらい農業センター主幹  午 来   博 君 

  耕地林務主幹 伊 成 博 次 君   商 工 主 幹 後 藤 秀 人 君 

 観 光 主 幹 那 須 清 二 君   建 設 主 幹        川 原 武 志 君 

 施設管理主幹 中 沢 浩 喜 君   建 築 主 幹 西   俊 男 君 

  水 道 主 幹 御 田 順 司 君   病院総務主幹 菅   敏 郎 君 

  地 域 医 療 連 携 主 幹 高 山 吉 春 君   事務連絡室次長 志 賀   寿 君 

  教 育 部 長 田 村 圭 一 君   学校教育主幹 以 頭 隆 志 君 

  学校給食主幹        岩 田 憲 次 君   社会教育主幹 露 口 哲 也 君 

  町民会館主幹 斉 藤 浩 司 君   スポーツ振興主幹 浅 野 謙 司 君 

  博 物 館 主 幹 鬼 丸 和 幸 君   農業委員会事務局長 酒 井 祐 二 君 

   

 

 

 

○議会事務局出席者 

  事 務 局 長        藤 原 豪 二 君   次     長 佐 藤 和 恵 君 

  議 事 係 長        橋 本   勝 君   議 事 係        新 田 麻 美 君 

  選挙管理委員会事務局長        
監査委員室長        

谷 川 明 弘 君 
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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。 

定足数に達しておりますので、これから

平成３０年第９回美幌町議会定例会、第３

日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、３番新鞍峯雄さん、４番上

杉晃央さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので御了承願いま

す。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１２９号 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１２９号平成３０年度美幌町一般会計補正

予算（第９号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 議案７９ペー

ジになります。 

議案第１２９号平成３０年度美幌町一般

会計補正予算（第９号）について御説明を

申し上げます。 

平成３０年度美幌町の一般会計補正予算

（第９号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１億８６８万２,０００円を減額

し、歳入歳出それぞれ１０９億９,１２７万

６,０００円とするものでございます。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明を申し上げます。 

地方債の補正。 

第２条、地方債の変更は、第２表、地方

債補正により御説明申し上げますので、８

２ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

第２表、地方債補正でございます。 

町道整備事業から町民会館改築事業まで

の４事業につきましては、事業費確定によ

ります減額でございます。 

１番下、臨時財政対策債は、借入額確定

による減額となってございます。 

次に、歳出について御説明を申し上げま

すので、９２ページ、９３ページをお開き

いただきたいと思います。 

２款総務費、１目一般管理費、秘書渉外

事務費の増、普通旅費５９万円の増につき

ましては、胆振東部地震によりまして、厚

真町へ職員９名を被災地支援で派遣をした

際に、既存の旅費により対応を図ったこと

から、その旅費の分について補正を行うも

のでございます。 

それから、３目財政・会計管理費、社会

保険料等２,０００円の増でございますけれ

ども、保険料率の引き上げの増で、これ以

降の社会保険料等の増額補正についても同

じ理由での増でございます。 

それから、９目財政調整等基金費、積立
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金３万円につきましては、８月２８日に稲

美８９番地の貝沼美喜子様より、町のため

に役立ててほしいと１万円を、９月５日に

札幌市在住の美幌十割そば店主石川晴夫様

より、町にお世話になっているお礼として

２万円の御寄附があったものを財政調整基

金に積み立てを行うものでございます。 

なお、今補正に係ります各基金の年度末

予定残高については、参考資料８０ページ

に添付をしておりますので、御参照いただ

きたいと思います。 

その他につきましては、執行見込み等に

よる整理を図るものでございます。 

次に、９５ページをお願いいたします。 

３款民生費、１目社会福祉総務費、積立

金５万円につきましては、９月２９日に恵

和福祉会主催のチャリティーゴルフコンペ

及び懇親会参加者より、社会福祉に役立て

てほしいと５万円の御寄附があったものを

福祉基金に積み立てを行うものでございま

す。 

３目高齢者福祉費、高齢者福祉推進事業

費の修繕料３０万４,０００円につきまして

は、たすけあいチームに貸与いたします除

雪機の事前修繕費の増によります増額の補

正でございます。 

その下、補助金、福祉車両購入事業補助

金１５２万４,０００円につきましては、ア

メニティ美幌が購入をいたします送迎用車

両１台に係ります補助金で、財源につきま

しては地域づくり総合交付金でございま

す。 

４の高齢者福祉施設運営事業費、ろ過装

置洗浄業務委託料２３万１,０００円の増に

つきましては、老人憩の家の浴槽レジオネ

ラ菌検出に伴い、浴槽循環の配管薬品洗浄

のための補正でございます。 

その他につきましては、執行見込み等に

より整理を行うものでございます。 

次に、９７ページになります。 

２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、

５の子育て支援センター運営事業費の臨時

職員賃金３１４万５,０００円につきまして

は、一時預かり利用者の増加に伴います代

替保育士賃金の増でございます。 

４款衛生費の１目保健衛生総務費、乳幼

児等医療費助成事業費の増、手数料７６万

５,０００円につきましては、国保連及び支

払い基金への審査件数の増によります増額

の補正でございます。 

次に、９９ページをお願いいたします。 

５目の保健福祉総合センター費、保健福

祉総合センター管理運営事業、燃料費１３

６万８,０００円の増につきましては、灯油

単価の増によります増額の補正でございま

す。 

その他につきましては、執行見込み等に

より整理を図ろうとするものでございま

す。 

次に、１０１ページをお願いいたしま

す。 

８款土木費の２目道路橋梁維持費でござ

います。 

１０１ページの５の堤内排水対策事業

費、機械器具１,４１６万３,０００円の減

につきましては、入札執行残でございま

す。 

３目の道路橋梁新設改良費、２の道路改

築事業費で工事請負費、第２６２号道路改

良工事３,３７５万５,０００円の減につき

ましては、社会資本整備総合交付金の事業

費調整による減及び事業執行残でございま

す。 

その他につきましては、執行見込み等に

よる整理を行うものでございます。 

次に、１０３ページでございます。 

９款消防費、美幌・津別広域事務組合負

担金１,８５０万７,０００円の減につきま

しては、消防庁舎設計に係ります緊防債へ

の財源振替による減及び職員給与の減など

でございます。 

次に、１０５ページをお願いいたしま

す。 

１０款教育費になります。 
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１番上の教育備品３０万円の増額につき

ましては、１０月２８日に松緑神道大和

山、永澤支部長様より、子供の教育のため

に役立ててほしいと３０万円の御寄附があ

り、これを活用して中学校の楽器購入を図

ろうとするものでございます。 

その下、４項社会教育費、２目社会教育

振興費、積立金４万８,０００円につきまし

ては、北海道コカコーラボトリング株式会

社様より、１０月２５日に町民会館に設置

の自動販売機の売り上げの一部、４万７,１

７６円を文化振興に役立ててほしいとの御

寄附があったことから、芸術文化振興基金

に積み立てを行うものでございます。 

それから、５目図書館費でございます。 

３の図書館活動促進事業費、消耗品費３

０万円の増でございますが、ふるさと寄附

金で図書購入に充ててほしいとの御寄附が

３０万円あったことから、これを活用し図

書購入を図るものでございます。 

次に、１０７ページをお願いいたしま

す。 

１目の保健体育総務費、スポーツ推進事

業費、補助金で全国・全道競技大会選手派

遣補助金９５万５,０００円の増につきまし

ては、今後、ソフトテニス、ミニバスケッ

トボール、スピードスケート、クロスカン

トリースキーなどにおいて、全国、全道大

会の参加が見込まれることから、不足する

額について補正をするものでございます。 

１１款公債費、元金償還、その下の利子

償還金につきましては、平成２９年度借り

入れ分の利率確定及び平成１９年度借り入

れ分の利率見直しによる減でございます。 

次に、歳入について御説明申し上げます

ので、８６ページ、８７ページにお戻りい

ただきたいと思います。 

歳入。 

１０款地方交付税でございます。 

３,００５万３,０００円の増につきまし

ては、普通交付税が３６億７,００５万３,

０００円で確定となったことに伴います増

でございます。 

１３款使用料及び手数料、一時預かり利

用料の増からスポーツセンター使用料の増

までにつきましては、それぞれ利用者数の

増減によるものでございます。 

１４款国庫支出金の土木費国庫補助金、

２,８４７万円の減及び３８万５,０００円

の減につきましては、配分額の減及び事業

費調整の減によるものでございます。 

次に、８９ページをお願いいたします。 

１６款財産収入、不動産売払収入の土地

売払収入２１７万９,０００円の増につきま

しては、栄町１丁目、豊岡、都橋、高野の

４筆に係る土地売り払い代金でございま

す。 

１８款繰入金、財政調整基金繰入金の

減、４,８３２万５,０００円の減につきま

しては、今補正に係ります財源調整により

繰り戻しを行うものでございます。 

その下の公共施設整備基金繰入金の減、

８３８万４,０００円の減につきましては、

消防庁舎基本設計額の確定によります減額

でございます。 

町債につきましては、第２表、地方債補

正で御説明を申し上げました。 

以上、御説明申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） ９５ページの高齢

者福祉推進事業費の増の中の福祉車両購入

事業補助金１５２万４,０００円でございま

すけれど、これはアメニティのほうの送迎

車両の購入ということで説明がありました

けれども、これは補助率みたいなものがあ

ってこの金額なのか、それとも１台買う金

額なのか。先ほど、財源は地域づくり総合

交付金ということで説明がありましたけれ

ども、車両価格そのものなのか、補助率が

あってのこの金額なのかその辺をお教えく

ださい。 
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○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） ただいまの御

質問でございますけれども、社会医療法人

恵和会が購入する送迎用車両に対する補助

金でございまして、これにつきましては、

先ほどお話ししましたように、購入価格で

はなくて、道の地域づくり総合交付金の補

助交付基準が１台当たり３０４万８,０００

円でございまして、この２分の１が補助さ

れるということで、町の会計を通しまして

補助金の１５２万４,０００円を補助するも

のでございます。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） そうすると、私も

この金額を見て、送迎用の車両だったら余

りにも安いなと思ったのですけれども、実

際にはどれぐらいの排気量で、車両価格が

どれぐらいのものを購入予定なのか、わか

ればお教えください。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 購入価格は、

車いす使用リフトつきのハイルーフの４ド

ア車、排気量については２,７００ｃｃで、

車両価格については、４２６万円というこ

とでお聞きしております。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） 先ほど、広島部

長からお話がありましたが、歳入のほうの

８９ページ、土地売払収入ということで、

二百数万円がありますが、４カ所ぐらいお

話しされたと思うのです。 

それで、場所、地図、面積等々をできれ

ば資料でいただきたいと思うのですが、可

能でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。 

○契約財産主幹（大場正規君） はい、今

の４件の件、後ほど資料として提出させて

いただきます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） 私のほうから

は、何点か先に申し上げますと、９３ペー

ジの防災対策事業費の減ということで、１

２４万１,０００円の減、次に、９９ページ

の保健福祉総合センターにおける燃料費の

関係ということで、１点。 

その２点でお尋ねしたいと思います。 

まず一つは、これは施策、政策的なこと

が絡むので、防災機器というのは、年次計

画で準備されていると思うのですが、それ

は十分私も承知しているところです。 

でも、防災に関しては、やはり速やかに

用意できればいいのではないかという考え

もあわせ持っているところなのです。 

そうしますと、もしかしたらこの執行残

みたいな形でありますけれども、私は防災

機器を速やかにそろえるべきだと考えるも

のですから、これを活用して年次を繰り上

げて、１台でも、ものによっては１台なの

か、１セットかわかりませんが、準備され

たらいかがなものかということで、町長に

そういう意味の防災機器の準備をする、こ

ういう残額を含めて、そういう考え方は、

今後を含めて考えられないのか。 

純粋に今回これだけ残ったことは否定す

るものではありませんが、そういうことを

お聞きしたいということで、まずこの点に

ついて町長いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 私のほうから

御答弁をさせていただきたいと思いますけ

れども、当然、これは入札によります執行

残でございますので、今年度配置をすべき

防災用備品については、十分この入札行為

の中で配置できたというふうに考えてござ

います。 

防災用備品の備蓄計画の中でも、年次的

に備品を整備するということで計画をさせ

ていただいておりますが、執行残について

は緊急性を要するもの、そういったものに

ついては執行残を使用する場合があろうか
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というふうに思いますけれども、基本的に

は３０年度に整備が必要なものについての

予算措置でございますので、緊急性がない

限りについては、執行残としてそのまま残

していきたいというふうに考えてございま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 大きくいって二

つ聞いていますけれど、この防災に限っ

て、防災という観点から考えましたら、年

次計画という意味ではこれも十分理解でき

るところであります。 

ただ、災害はいつ来るかわからないとい

う趣旨を考えた場合、今後、緊急を要す

る、要さないという言葉では、私の感覚で

悪いのですが、災害対応という意味におい

ては、執行残ですけれど余裕があれば対応

をとるべきではないかという意見は申し述

べておきたいと思います。 

次に、９９ページの燃料費のことであり

ますが、単価の増ということで、もちろん

単価掛ける使用した燃料のリットルによっ

てこういう金額になったと思いますが、今

回、大きい金額という意味では、保健福祉

総合センターでどんと出たと思うのです

が、他の施設も含めて、こういう理由があ

るとすれば、ほかにも影響を及ぼしている

のではないかなと思うもので、できれば、

もし影響あれば、先ほど古舘氏が聞いたよ

うに、一つのデータとしていただきたいな

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 今回、燃料の

高騰が続いているということで、保健福祉

総合センターについての灯油単価のアップ

により、現予算額では３月まで不足をする

ということで、補正をさせていただいたと

ころでございます。 

同じように、今後、特別会計、事業会計

の中で、下水終末処理場及び病院の中では

燃料費の補正が上がって、予算を計上させ

ていただきますけれども、その他の施設に

ついては現計の予算の中で対応ができると

いうことで、それぞれ施設管理をされてい

るところの判断ということで、今回補正が

ないということで御理解をいただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

１２番中嶋すみ江さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） ９７ページの

子育て支援センター運営事業費の増という

ことで、子育て支援センターの利用状況を

お伺いしたいと思います。 

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 子育て支援セ

ンターの利用状況ということでございまし

て、今回、代替賃金を補正したところでご

ざいますけれども、当初１１７人の予定と

いうことで予算を措置しておりましたが、

１０月末で６４６件の利用がありまして、

今後の見込み不足分を５００人分と想定し

まして、今回３１４万５,０００円の増額を

させていただくものでございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） この一時預か

りの増によりまして、部屋数が足りないと

か、そのようなことは状況的にないでしょ

うか。 

支援センターの部屋が、預かりに関して

不足気味であるとか、そういうことで苦慮

してるような面はないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 施設のスペー

スにつきましては、昨年１月に発達支援セ

ンターが移転したことによりまして、預か

るスペースはふえておりますので、何とか

その中でやりくりをしておりますが、何

分、今は代替の保育士の確保のほうが非常

に苦慮しているというところでございます
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ので、御理解願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第１２９号平成３０年度

美幌町一般会計補正予算（第９号）につい

てを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第１３０号 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 議案第

１３０号平成３０年度美幌町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）についてを議

題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 議案の１０９

ページをお開き願います。 

議案第１３０号平成３０年度美幌町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて御説明申し上げます。 

今回の補正につきましては、過年度国庫

負担金等の確定に伴う返還金の補正でござ

います。 

平成３０年度美幌町の国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ４,６３９万１,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２７億２,１３９万２,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１１８

ページ、１１９ページをお開き願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１項総務管理費は、社会保

険料の率改定に伴い、社会保険料等を５,０

００円、算定省令の改定に伴う様式変更対

応のため、国保事業報告システム改修費用

負担金を２７万円増額するものでございま

す。 

２款保険給付費は、支給実績の見込みに

より、１項療養諸費を２５０万円、５項葬

祭諸費を１５万円増額するものでございま

す。 

３款国民健康保険事業費納付金、５款保

健事業費につきましては、財源調整でござ

います。 

１２０ページ、１２１ページをお開き願

います。 

７款諸支出金、１項還付金及び還付加算

金４,３４６万６,０００円の増額につきま

しては、平成２９年度療養給付費確定に伴

う療養給付費国庫負担金の返還金３,８１０

万円、平成２９年度国民健康保険高額医療

費共同事業負担金の精算に伴う国庫及び道

負担金の返還金、それぞれ３０万１,０００

円、平成２５年度から平成２９年度財政調

整特別交付金の過大交付分の返還金４７６

万４,０００円でございます。 

次に、歳入を御説明いたしますので、１

１６、１１７ページをお開き願います。 

２、歳入。 

２款道支出金につきましては、保険給付

費の増に伴い、保険給付費等普通交付金を

２６５万円、国保事業報告システム改修に

伴い、保険給付費等特別交付金を２７万円

増額するものでございます。 

４款繰入金につきましては、１項一般会

計繰入金を事務費の増等に伴い、５,０００

円増額し、２項基金繰入金につきまして

は、今回の補正に伴う財源調整により４,３

４３万円減額するものでございます。 

なお、補正後の基金残高につきまして
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は、参考資料８０ページに添付させていた

だいておりますが、１億９,８５２万４,０

００円となります。 

５款繰越金につきましては、今回の補正

財源を前年度繰越金に求めるもので８,６８

９万６,０００円を増額するものです。 

以上、御説明いたしました。 

御審議賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第１３０号平成３０年度

美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 議案第１３１号 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 議案第

１３１号平成３０年度美幌町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）についてを

議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 議案の１２３

ページをお開き願います。 

議案第１３１号平成３０年度美幌町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついて御説明申し上げます。 

今回の補正につきましては、後期高齢者

医療広域連合市町村事務費負担金の確定及

び市町村保険料等負担金の実績見込みに伴

う補正でございます。 

平成３０年度美幌町の後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ２２６万５,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２

億９,８４６万１,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１３

２、１３３ページをお開き願います。 

３、歳出。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金につ

きましては、平成２９年度の事務費精算に

伴い、事務費負担金を９３万９,０００円、

保険基盤安定負担金の確定及び保険料の実

績見込みにより保険料等負担金を１３２万

６,０００円、それぞれ減額するものでござ

います。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、１３０ページ、１３１ページをお開き

願います。 

２歳入。 

１款後期高齢者医療保険料につきまして

は、実績見込みにより特別徴収保険料１０

万円、普通徴収保険料を３３９万１,０００

円増額するものでございます。 

３款繰入金につきましては、広域連合市

町村事務費負担金の減に伴い、事務費繰入

金を９３万９,０００円、保険料の軽減措置

分の確定に伴う、保険基盤安定繰入金を５

１６万８,０００円、それぞれ減額するもの

でございます。 

４款繰越金につきましては、前年度繰越

金の確定による補正でございます。 

以上、御説明いたしました。 

御審議賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま
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す。 

これから、議案第１３１号平成３０年度

美幌町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 議案第１３２号 

○議長（大原 昇君） 日程第５ 議案第

１３２号平成３０年度美幌町介護保険特別

会計補正予算（第３号）についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 議案の１３５

ページをお開き願います。 

議案第１３２号平成３０年度美幌町介護

保険特別会計補正予算（第３号）について

御説明申し上げます。 

今回の補正につきましては、介護サービ

ス給付費等の実績見込みに伴う補正でござ

います。 

平成３０年度美幌町の介護保険特別会計

補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１,３２７万６,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１８億５,３９７万２,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１４

６、１４７ページをお開き願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１目介護認定審査会費につ

きましては、社会保険料の率改定及び臨時

職員手当の変更に伴い、２万５,０００円を

増額するものでございます。 

その下の、２目認定調査費につきまして

も、社会保険料の率改定に伴う増額でござ

います。 

２款保険給付費、１項介護サービス等諸

費につきましては、財源調整でございま

す。 

２項介護予防サービス等諸費、１目居宅

介護予防サービス給付費につきましては、

当初見込みより通所リハビリ、福祉用具貸

与、住宅改修等のサービス利用者が増加し

ているため、８０３万７,０００円を増額す

るものでございます。 

その下の３款地域支援事業費、１項介護

予防・日常生活支援総合事業費につきまし

ては、サービス利用者の増加に伴い、５１

６万６,０００円を増額するものでございま

す。 

１４８、１４９ページをお開き願いま

す。 

２項包括的支援事業費・任意事業費につ

きましては、灯油単価の上昇に伴い、シル

バーハウジング相談室の燃料費を増額する

ものでございます。 

次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、１４２、１４３ページをお開き願

います。 

２、歳入。 

３款国庫支出金、４款支払基金交付金及

び５款道支出金につきましては、介護予防

サービス費の増額に伴う、それぞれの負担

割合に基づく増額でございます。 

７款繰入金、１項一般会計繰入金につき

ましては、１目介護給付費繰入金は、介護

給付事業の増に伴い、１００万５,０００

円、２目地域支援事業繰入金は、地域支援

総合事業における介護予防・生活支援サー

ビス費の増に伴い５１８万８,０００円、４

目その他一般会計繰入金は、事務費の増に

伴い、４万３,０００円を増額するものでご

ざいます。 
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２項基金繰入金、１６４万６,０００円の

増につきましては、今回の補正財源を介護

保険基金に求めるものでございます。 

なお、補正後の基金残高につきまして

は、参考資料８０ページに添付させていた

だいておりますが、１,１４５万１,０００

円となります。 

９款諸収入につきましては、過年度の成

年後見町長申し立て費用の返還金８,０００

円でございます。 

以上、御説明いたしました。 

御審議賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第１３２号平成３０年度

美幌町介護保険特別会計補正予算（第３

号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 議案第１３３号 

○議長（大原 昇君） 日程第６ 議案第

１３３号平成３０年度美幌町公共下水道特

別会計補正予算（第３号）についてを議題

とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案１５

１ページをお開き願います。 

議案第１３３号平成３０年度美幌町公共

下水道特別会計補正予算（第３号）につい

てを御説明申し上げます。 

平成３０年度美幌町の公共下水道特別会

計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

今回の補正につきましては、消費税額の

確定に伴う増額、終末処理場の燃料費の増

額、管渠清掃委託料の減額及び平成２９年

度発行分の起債借入利率の確定に伴う公債

費の減額補正等を行うものであります。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１４５万５,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１

０億６,５２７万９,０００円とするもので

あります。 

第２項につきましては、事項別明細で御

説明申し上げますので、１６０ページ、１

６１ページをお開き願います。 

３、歳出であります。 

１款、１目一般管理費、公課費３４万８,

０００円の増につきましては、消費税及び

地方消費税の確定申告に伴い、その後の中

間納税額が確定したことに伴う増額であり

ます。 

次に、２目維持管理費、需用費２０２万

６,０００円の増額につきましては、終末処

理場維持管理用のＡ重油の燃料単価の増及

び９月の全町停電時に非常用発電機を稼働

したことによる増額であります。 

その下、委託料１５万１,０００円の減

は、管渠清掃委託料の入札による額の確定

に伴う減額であります。 

次に、２款公債費、償還金利子及び割引

料３６７万８,０００円の減につきまして

は、平成２９年度発行分の起債借入利率確

定に伴う利子償還金の減及び平成１９年度

発行分の下水道債の借入利率の変更に伴う

利子償還金の減額であります。 

次に、歳入について御説明申し上げます

ので、１５８ページ、１５９ページにお戻

り願います。 

２、歳入。 

一般会計繰入金５１２万９,０００円の減

額は、今回の補正に伴う財源調整によりま
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す一般会計への繰り戻しであります。 

前年度繰越金３６７万４,０００円の増額

は、前年度繰越金を予算化するもので、平

成２９年度決算における繰越金は全て予算

化されたものであります。 

以上、御説明申し上げました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １６１ページ、

燃料費のことであります。 

大きい意味では趣旨は同じことなのです

が、ここは終末処理場で、負荷が多くなれ

ば燃料もたくさんかかるのだろうなという

ことは想定できますが、どうしても腑に落

ちないもので、この場でもお聞かせ願いた

いのですが、当初年間を通して何リットル

を見込んで、今回出ているわけですけれど

も、単価がどのぐらい上がったのか。 

それから、この間の地震で緊急に発電機

を回して電気云々ということで燃料も言わ

れていますから、それはそれなりに理解し

ようと思いますが、当初予算で必要な燃料

をもしかしたらみていなくて、こういう時

期にぶつけて、単価ということを使って操

作しているのではないかなというような印

象も私は思っていますので、具体的にどう

いう積算でこうなったかという資料を要求

したいと思いますが、議長、取り計らいよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） ただいま

の燃料費でございますが、当初から量は変

わっておりません。１１万５００リットル

で積算してございます。 

当初の燃料単価６３.７２円でございま

す。１１月２日現在の燃料単価７９.３８円

ということでございまして、その差額１５.

６６円に１１万５００リットルをかけたも

のでございます。 

あわせて、９月６日の全町停電時には、

４,０００リットルを補充してございます。 

よろしくお願いいたします。（「資料提

供取り下げます」と発言する者あり） 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第１３３号平成３０年度

美幌町公共下水道特別会計補正予算（第３

号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第１３４号 

○議長（大原 昇君） 日程第７ 議案第

１３４号平成３０年度美幌町個別排水処理

特別会計補正予算（第２号）についてを議

題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案１６

３ページでございます。 

議案第１３４号平成３０年度美幌町個別

排水処理特別会計補正予算（第２号）につ

いてを御説明申し上げます。 

平成３０年度美幌町の個別排水処理特別

会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

今回の補正につきましては、消費税の確

定に伴う減額及び平成２９年度発行分の起

債借入利率の確定に伴う公債費の減額補正

等を行うものであります。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ４５万４,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億
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１３０万１,０００円とするものでありま

す。 

第２項につきましては、事項別明細で御

説明申し上げますので、１７２ページ、１

７３ページをお開きください。 

３、歳出であります。 

１款、１目一般管理費、公課費２６万３,

０００円の減につきましては、消費税及び

地方消費税の確定による減額であります。 

次に、２款公債費、償還金利子及び割引

料１９万１,０００円の減につきましては、

平成２９年度発行分の起債借入利率確定に

伴う利子償還金の減額であります。 

次に、歳入について御説明申し上げます

ので、１７０ページ、１７１ページにお戻

り願います。 

２、歳入。 

一般会計繰入金９８万円の減であります

が、今回の補正に伴う財源調整によります

一般会計への繰り戻しであります。 

前年度繰越金９万９,０００円の増は、前

年度繰越金を歳入に予算化するもので、平

成２９年度決算における繰越金は全て予算

化されたものであります。 

消費税還付金４２万７,０００円の増は、

平成２９年度の消費税確定申告が終了した

ことに伴う予算の整理であります。 

以上、御説明申し上げました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第１３４号平成３０年度

美幌町個別排水処理特別会計補正予算（第

２号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第１３５号 

○議長（大原 昇君） 日程第８ 議案第

１３５号平成３０年度美幌町水道事業会計

補正予算（第３号）についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案１７

５ページでございます。 

議案第１３５号平成３０年度美幌町水道

事業会計補正予算（第３号）についてを御

説明申し上げます。 

総則。 

第１条、平成３０年度美幌町の水道事業

会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

今回の補正につきましては、平成２９年

度発行分の起債借入利率の確定に伴う、企

業債償還利息の減額補正を行おうとするも

のであります。 

収益的支出の補正。 

第２条につきましては、補正予算実施計

画書及び説明書で御説明申し上げますの

で、１７６ページ、１７７ページをお開き

ください。 

補正予算実施計画書及び説明書、収益的

支出であります。 

営業外費用、支払利息の企業債償還利息

１８万８,０００円の減額は、平成２９年度

発行の企業債借入利率の確定に伴う支払い

利息の減額であります。 

以上、御説明申し上げました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第１３５号平成３０年度
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美幌町水道事業会計補正予算（第３号）に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第１３６号 

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

１３６号平成３０年度美幌町病院事業会計

補正予算（第５号）についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 議案１８５

ページをお開き願います。 

議案第１３６号平成３０年度美幌町病院

事業会計補正予算（第５号）について御説

明を申し上げます。 

今回の補正につきましては、燃料単価の

上昇による燃料費の増額補正や、ＣＴ、Ｍ

ＲＩの画像診断に係る業務委託料のほか、

施設の維持及び診療に必要な経費について

増額補正を行おうとするものであります。 

第１条、平成３０年度美幌町の病院事業

会計補正予算（第５号）は、次に定めると

ころによる。 

第２条の収益的支出の補正につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明申し上

げますので、１８６、１８７ページをお開

き願います。 

収益的支出の補正であります。 

消耗品費の診察用消耗品類等は、診察及

び検査に必要な記録用紙、検体ラベル、感

染対策用のペーパータオル、消毒石けん等

の使用数量が増加していることから１３０

万円を増額するものでございます。 

光熱水費の電気料は、料金単価の増に伴

い、６０万円の増額補正を、上下水道料

は、水道使用料の増に伴い、３０万円の増

額補正を、燃料費のＡ重油は燃料単価の増

に伴い、２１０万円の増額補正を、修繕費

は診療用機器及び施設器具等の老朽化によ

る修繕対応として、それぞれ記載のとおり

増額補正を、委託料の臨床検査・ＣＴ読影

業務委託料は、外部に委託しているＣＴ及

びＭＲＩの画像診断件数が増加しているこ

とから、３８０万円の増額補正をするもの

でございます。 

以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） 臨床検査・ＣＴ

読影業務委託料のところでお聞きしたいの

ですけれども、件数が増加しているとおっ

しゃいましたけれど、どのぐらい増加して

いるのかということと、それから、その委

託先はどこなのか。その病状によって違う

と思うのですけれど。 

それと、委託して読影していただくこと

は、結局は診療報酬で入ってくるのかどう

かということをお聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） ただいまの

御質問でございますけれども、まず件数で

ございますが、当初予算では月１５０件と

いうことで予定していたところであります

けれども、大体平均しまして、月２４０件

という形になってございます。 

委託先でございますけれども、札幌にご

ざいます特定非営利活動法人メディカルイ

メージラボというところでございまして、

読影専門の医師がいらっしゃるところでご

ざいます。 

読影にかかわる診療報酬の関係でござい

ますけれども、診療報酬については、読影

に関するものということではなく、診療に

対する包括の中にこういったものが含まれ

ているということでございます。 
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○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） これは報道なの

ですけれども、検診を受けて見逃しがあっ

たとか、ことしだったと思うのですけれ

ど、あと、一つの病状だけを見て、ほかに

あったものを見逃されたという読影に関し

てのニュースがことし多かったです。 

そのようなことで、委託先に出していた

だくということは、患者にとっては非常に

心強いことだというふうに思っているので

すけれども、例えば、全身ということはな

いかもしれませんが、胸とか、おなかと

か、一つだけを見るために出すのか、それ

とも、一つを出してもＣＴだったらある程

度広範囲に読み取ってくれるのか、その辺

のところはどうなのでしょう。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 読影の範疇

でございますけれども、単純に１枚の画像

診断ということではなくて、例えば、ＣＴ

ですと断層の画像になりますので、枚数的

には場合によっては数百枚という場合もあ

ります。 

あと、体の部位でございますけれども、

どこという指定ではなくて、疾患ごとに必

要な診断を求めているという状況でござい

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第１３６号平成３０年度

美幌町病院事業会計補正予算（第５号）に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

暫時休憩します。 

再開は、１１時３０分といたします。 

午前１０時５７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎議会運営委員長報告 

○議長（大原 昇君） 先ほど、議会運営

委員会を開きましたので、委員長からその

結果について報告を求めます。 

１１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） 先ほど、議会運

営委員会を開催いたしましたので、その内

容と結果について報告いたします。 

町長より追加議案として、議案第１３７

号平成３０年度病院事業会計補正予算（第

６号）についてが提出されましたので、本

日、第３日目の日程に追加し、審議するこ

とに決定いたしました。 

議員各位及び説明員の御理解と御協力を

お願いして、議会運営委員長としての報告

といたします。 

以上です。 

――――――――――――――――――― 

◎日程追加の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、日程第９ 議案第１３

６号平成３０年度美幌町病院事業会計補正

予算（第５号）の次に、議案第１３７号平

成３０年度美幌町病院事業会計補正予算

（第６号）を日程に追加し、追加日程第１

とし、議題にしたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、議案第１３７号を日程に追

加し、追加日程第１とし、議題とすること
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に決定いたしました。 

――――――――――――――――――― 

◎追加提出案件の概要説明 

○議長（大原 昇君） 町長から追加提出

案件の概要説明をしたいとの申し出があり

ますので、発言を許します。 

議案配付をいたしますので、暫時休憩し

ます。 

午前１１時３２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時３３分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

町長。 

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 本定例

会に追加いたします議案の概要につきまし

て、御説明を申し上げます。 

議案第１３７号平成３０年度美幌町病院

事業会計補正予算（第６号）については、

非常勤医師の報酬に係る源泉所得税の追加

納付に伴い、不納付加算税及び延滞税を期

日までに納付する必要があるため、その所

要額１２６万３,０００円を追加しようとす

るものであります。 

細部につきましては、病院事務長より御

説明を申し上げますので、御審議の上、原

案に御協賛を賜りますようお願い申し上げ

まして、追加する議案の概要説明といたし

ます。 

以上、よろしくお願いをいたしたいと、

そのように思います。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第１ 議案第１３７号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第１ 議

案第１３７号平成３０年度美幌町病院事業

会計補正予算（第６号）についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 追加議案書

３ページをお開き願います。 

議案第１３７号平成３０年度美幌町病院

事業会計補正予算（第６号）について御説

明を申し上げます。 

今回の補正につきましては、昨日、専決

処分の御承認をいただきました平成３０年

度病院事業会計補正予算（第４号）の非常

勤医師の報酬に係る源泉所得税の追加納付

金について、去る１１月２１日に納付が完

了したことに伴い、関係法令に基づく不納

付加算税及び延滞税の額が確定し、税務署

からの指導を受けまして、１２月末までに

納付する必要があることから、その納付所

要額について補正を行おうとするものでご

ざいます。 

第１条、平成３０年度美幌町の病院事業

会計補正予算（第６号）は、次に定めると

ころによる。 

第２条の収益的支出の補正につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明申し上

げますので、４ページ、５ページをお開き

願います。 

１款、２目雑損失、その他雑損失の補正

でございます。 

不納付加算税は、源泉所得税がその法定

納期限までに完納されなかった場合に納付

が必要となるもので、非常勤医師の報酬に

係る源泉所得税の追加納付に伴い、その納

付額の１０％に相当する額として、１０１

万７,０００円を、延滞税は、法定納期限の

翌日から納付が完了した日までの日数に応

じてその期間の利息に相当する額として、

２４万６,０００円の計上を行うものでござ

います。 

なお、延滞税の割合につきましては、適

用期間により年２.６％から２.８％、計算

期間につきましては、計算期間の特例によ

り、最大で３６６日の計算となっておりま

す。 

今回、源泉所得税の追加納付に伴い、不

納付加算税及び延滞税として損失計上する

ことになりましたこと、事務の責任者とし

て深くおわびを申し上げます。 

今後、このようなことのないよう事務処
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理を適切に行ってまいりますので、よろし

くお願いいたします。 

以上、御説明いたしました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第１３７号平成３０年度

美幌町病院事業会計補正予算（第６号）に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 意見書案第８号 

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 意見

書案第８号日米物品貿易協定交渉に関する

意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において、別紙記載の提出先に提出するこ

とといたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 報告第１９号 

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 報告

第１９号専決処分の報告について。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） 今回の専決は、ス

ポーツセンターの耐震工事にかかわる工事

請負契約の変更と認識しておりますけれど

も、変更の概要の中で、１、２、３という

ふうに記載しております。 

１番、２番については、確かに耐震工事

なのかなというふうにイメージがつくので

すが、３番の経年劣化に伴う内外装材の改

修箇所の増ということで、耐震工事だとい

うことで変更しておりますけれども、これ

が本当に耐震工事なのかどうかということ

が、私の中で疑問ですので、その辺を説明

いただければ説明いただきたいのと、も

し、耐震工事でなければ、ここにあげるの

ではなくて、別な科目で補正予算を組ん

で、あげてくるのが筋ではないかと思うの

ですけれど、その辺についても御説明いた

だければと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） ただいまの御

質問にお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

経年劣化に伴う内外装材の改修箇所の増

ということでございますが、当初、設計し

た段階では、建設当時の図面を参考とし、

それから、実施設計の業者が調査をしてみ

たところでございますが、工事を進める中

で、足場を組んで詳細に調査をした結果、

経年劣化に伴う内外装材の改修箇所が出て

きたということで、ふえたということでご

ざいます。 
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○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（平野浩司君） 今回、専決処分

の報告をさせていただく中で、皆様にも資

料を配付させていただいていると思うので

すが、その中で今部長が言ったとおり、や

はり、当初の中で見つけられないものがあ

って、本来ならば今言ったような形で、御

指摘のとおり、新たな部分という形もある

のですが、今回、足場等も全部組んでい

て、今回の耐震の工事の中できちんとやる

ことが、トータル的にも有利ということの

中でやらせていただいたというのが実態で

あります。 

今回、耐震だけではなくて、耐震を主と

して、内装とか、いろんな形で新たなリニ

ューアル的な要素を含めていろいろやらせ

ていただいているということもあって、今

のスポーツセンターが耐震を基本として、

よりよくなるように努力している状況もあ

りますので、御理解をいただきたいという

ふうに思っています。 

あと、今回、専決処分後の担当委員会と

か、それから、議員の皆様含めて、議会へ

の丁寧な説明を怠っていたことに対して、

おわびを申し上げたいと思いますし、ま

た、その報告時期等についても非常におく

れたことについては、おわびをしたいとい

うふうに思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 工事の内容の資料

についてはいただいています。 

その中で、例えば、観覧席階段手すりの

一部追加とか、防球ネットの一部追加とい

うのは、私が見た限り耐震補強には関係な

いのかなという疑問があったものですか

ら、そして、今教育長からも説明があった

ように、リニューアルを含めて若干やらせ

ていただきたいという趣旨はわかります。 

でも、本来ならば、やはり別な工事です

から、別な議案としてあげてこないと、何

でもかんでもとなってしまうと、例えば、

この工事だと工事契約の５％の５００万円

が上限だと思うのですけれども、その５０

０万円の中で、何でもかんでもありという

ことにはならないのではないのかなと、本

来ならば、別に項目を立てて、補正を組む

べき内容が含まれているのではないのかな

という認識があったものですから、その辺

はどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。（「拡大

解釈なんだ」と発言する者あり） 

○教育長（平野浩司君） 本来であれば、

新たなものという部分の中で、本当に御指

摘されるのはそのとおりの部分と私も思い

ます。 

ただ、今回の中で、５００万円という

か、一つの内輪の中でお金が執行的に余っ

ているので、それで何かを全てをやってい

くという気持ちは、担当としては思ってい

ないということだけは、御理解いただきた

いというふうに思っています。 

結果的に、その範囲内で好きにやってい

るのではないかという誤解を受けることに

関しては、誠意をもっておわびを申し上げ

たいというふうに思いますので、御理解を

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） それでは、報告第

１９号専決処分の報告については、これで

終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 報告第２０号 

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 報告

第２０号定期監査報告について。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第２０号定期監査報告につい
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ては、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 報告第２１号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 報告

第２１号例月出納検査報告について（８月

～１０月分）。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第２１号例月出納検査報告に

ついて（８月～１０月分）はこれで終わり

ます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 閉会中の継続調査 

について 

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 閉会

中の継続調査についてを議題とします。 

各委員長から会議規則第７５条の規定に

よって、お手元に配付した印刷物のとお

り、申し出があります。 

お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、各委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

以上で、本定例会に付議されました案件

は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

これで、平成３０年第９回美幌町議会定

例会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

 

午前１１時４７分 閉会   
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